

























al., 2004; Davila, 2005; Davila et al., 2009; 
Sandino, 2007）。それらの研究では，大規模か
つ成熟した企業で利用されている「コントロー
ルの特徴や効果」（Cardinal et al., 2004, p.411）
また「これらのシステムが果たす役割」（Davila 


























2 に，成熟企業の主要な関心は新しい MCS を
既存の MCS にどのように統合するかであるが，


































第 3 に，MCS の採用がその後の企業成長に
及ぼす影響について明らかにすることができ
















































後 10 年未満（たとえば，Davila, 2005; Davila et 
al., 2009）の企業であり，従業員数については
Davila （2005）および新井ほか（2012）では 10
名以上，また Davila and Foster （2007）および
Davila et al. （2009）では 50 名から 150 名未満
である。本節では，スタートアップ企業におけ
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も MCS の採用に影響を及ぼす。Davila （2005）
では，VC の存在が人的資源に関連したマネジ
メント・システムの採用に影響を与えているこ










また，Granlund and Taipaleenmaki （2005）は
NEFs（New Economy Firms）を対象とした研究










































ツールと考えている」（Davila and Foster, 2007, 
p.921）と指摘している。彼らは，特にシリー







































る。Baron，Burton および Hannan によるシリ
コンバレーの技術志向のスタートアップ企業を
対象とした一連の研究は本研究にとっても示唆




に基づいて，図表 1 に示す 5 つの雇用モデルの
純粋型を提示している。





















仕事 潜在力 専門家 スター
仕事 スキル 同僚／文化的 エンジニアリング
愛情 適合 同僚／文化的 コミットメント
仕事 スキル 公式的 官僚制
金銭 スキル 直接的 専制政治





















































































採用される Basic MCS の存在も認識されてい
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あろうか。Davila and Foster （2007）では，様々
な MCS の下位システムの採用時期について以
下の点が発見されている。なお，彼らの研究で
取り上げられた MCS は図表 3 に示すように広
範囲におよぶものである。























































































（出所：Davila and Foster（2007, pp.914~915）より一部抜粋）
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さらに，Davila and Foster （2007）は従業員数
によって測定された企業の成長と MCS の
intensity ⅳとの関係が明らかにされている。彼







































































の MCS 研究に関する第 4 の問題点とも関連し



























































































Davila （2005），Davila and Foster （2005, 2007）
および Granlund and Taipaleenmaki （2005）の研
究では，MCS のある下位システムの採用の時
期が問題にされている。もちろん Davila （2005）
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ⅳ MCS の intensity は次の 2 段階で測定されている。
第 1 段階では，MCS のカテゴリーの intensity が毎
年の 8 つのカテゴリーのそれぞれにおいて採用さ
れた個々のシステムの割合を計算する。第 2 段階
では，8 つの intensity の単純平均が計算される。
ⅴ Malmi and Brown （2008）のフレームワークは本稿
の図表 4 の一部として紹介している。
ⅵ 経営チームの特徴を取り扱った研究として例えば
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